





賀県・京都府  1982；井本ら  1989）。標高は高位段丘面が130  m，中位段丘面が110  m，低位段丘面
が100  m，賀茂川の河床が90  m前後であり，沖積低地と低位段丘面，中位段丘面と低位段丘面は，と
もに10  mほどの厚さの段丘崖で区切られている。低位・中位段丘面ともほぼ平坦である。この平坦
さには，原地形の平坦さに加えて，これまでの水田耕作のための均平化の影響があるものと思われる。

























ピペット法，全炭素（T. C）・全窒素（T. N）：CN Analyzer, pH（H2O）・pH （KCl）：ガラス電極
法（土：液比＝ 1：2.5），pH （NaF）：ガラス電極法（土：液比＝ 1：50），電気伝導度（EC）： 1：
5水浸出法，陽イオン交換容量（CEC）・交換性塩基：ピーチ法，リン酸吸収係数：リン酸アンモニ
ウム液法，粘土鉱物組成：定方位Mg飽和粘土・K飽和粘土の X線回折（Mg飽和粘土はエチレン
















　礫が多いため，実容積は 2層目までしか計測できなかった。その結果が表- 2である。容積重は 1  
Mg m－3 以下であるが，Ap1層は耕作の影響によるものである。Ap2層は耕盤層で硬度が高いにも




　粘土含量は0.27～0.09 kg kg－1 であり，Ap1，Ap2層では0.2 kg kg－1 以上あった。礫が多くなる
下層では砂含量がふえ，粘土含量は少なくなった。













　これらの塩基類，塩基飽和度や pH （H2O）の値は，土壌診断基準（京都府経済連  1990）の正常
範囲をかなり超えている。しかし，ECはこの基準の「低い」～「正常」の範囲にあり，残留硝酸態
窒素が少ないことを示唆している。






た。火山ガラスは第 3層を除き数％（粒数）にすぎなかった。第 3層には10％程度含まれていた。 1
層目の火山ガラスは屈折率が1.50前後と1.51前後のものとにわかれた。この値から，前者は AT火山
灰，後者は K-Ah火山灰と推定された。 2層以下は，屈折率から K-Ah火山灰と思われた。





　まず，A層の厚さは20  cm以上あるが，Ap2層の明度が 3で基準より 1大きいが，ほかの層の明
度・彩度とも，基準を満たしている。T. Cとしていずれの層も30～54  g kg－1 あるから，有機物（腐

















ト，カルサイトなどを伴う（井上  1981；Inoue and Naruse 1987；井上・成瀬  1990）。そして，わ
が国のような温暖湿潤な気候下の土壌では，雲母鉱物は風化を受け，スメクタイト，バーミキュライ
ト， 2：1 - 2：1：1型中関種鉱物になっている場合が多いという。供試土壌の主要粘土鉱物は，表-
5に示したように，カオリナイトと 2：1 - 2：1：1型中関種鉱物であり，飛来し土壌化した風成塵の
粘土鉱物組成と矛盾しない。
　一方，アロフェン黒ボク土と非アロフェン黒ボク土の生成は，年降水量やソーンスウェイトの P-
E指数など気象条件と密接に関係しているといわれている。Shoji and Fujiwara （1984）は，年降水












　試料採取地に近い京都大学上賀茂試験地（1961～1990年：年降水量1628  mm  年平均気温14.6℃）
の気象データ（齋藤  1995）から求めると，ソーンスウェイトの P-E指数は123であった。年降水量
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